
89 2016．春号 2016．春号2016．春号 

勝負どころはバックヤードにあり特 集

る
店
舗
担
当
者
か
ら
、
昨
日

の
売
上
実
績
と
今
日
の
目
標

値
が
書
き
込
ま
れ
る
。
他
の
店
舗
か
ら

は
連
絡
事
項
、
そ
こ
に
社
長
が
改
善
に

つ
な
が
る
コ
メ
ン
ト
を

―
。
こ
れ
は
、

北
九
州
市
に
本
社
を
構
え
る
食
品
加
工

販
売
業
・
橋
本
食
品
の
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
の
様
子
で
あ
る
。

同
社
は
、
福
岡
・
山
口
・
広
島
三
県
の

17
店
舗
に
て
食
肉
・
惣
菜
を
製
造
販
売

す
る
。
店
舗
は
駅
ビ
ル
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
入
居
し
て
お
り
、
そ
の
場
で

手
作
り
す
る
惣
菜
が
評
判
で
あ
る
。

２
０
０
８
年
、
橋
本
和
宏
社
長
が
先

代
か
ら
経
営
を
引
き
継
い
だ
時
、「
堅
実

だ
が
あ
ま
り
儲
か
ら
な
い
」、
さ
ら
に
本

部
と
店
舗
の
連
絡
手
段
も
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
ア
ナ
ロ
グ
の
状
況
だ
っ
た
。「
研
究

者
に
な
る
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
い
う
頭

脳
派
の
橋
本
社
長
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

経
営
に
つ
い
て
徹
底
的
に
学
び
、
目
を

見
張
る
ス
ピ
ー
ド
で
改
革
を
行
っ
た
。

今
で
は
各
店
舗
の
数
値
が
、
文
字

ベ
ー
ス
の
会
話
が
で
き
る
チ
ャ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
と
連
動
し
、
大
事
な
情
報
を
瞬

時
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

橋
本
社
長
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
進

め
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
店
舗
の
動
き
を
捕
捉
し
て
生
産
性

を
上
げ
る
に
は
、
考
え
る
材
料
と
な
る

デ
ー
タ
、
つ
ま
り
Ｉ
Ｔ
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
惣
菜
販
売
で
は
、
作
り
置

き
を
減
ら
し
製
造
と
販
売
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
時
間
ご
と
の

製
造
、
売
上
、
人
員
数
の
デ
ー
タ
を
取

り
た
か
っ
た
の
で
す
」

３
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
基
幹
シ
ス

テ
ム
構
築
で
は
、
管
理
課
課
長
の
門
村

薫
氏
が
推
進
役
を
担
っ
た
。
同
社
の
管

理
部
門
・
幹
部
社
員
は
、
橋
本
社
長
と

と
も
に
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
に
足
を
運

び
、
知
識
を
増
や
し
進
む
べ
き
方
向
性

を
共
有
し
て
い
る
。

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
必
要
か
の
要
件
を

整
理
し
、
使
い
や
す
さ
を
求
め
て
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
ダ
ー
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
。

特
に
重
視
し
た
の
は
画
面
設
計
で
あ

る
。「
今
日
の
お
仕
事
」「
月
末
の
お
仕

事
」
な
ど
、
利
用
す
る
場
面
に
応
じ
て

記
録
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

よ
う
、
門
村
氏
自
身
が
画
面
イ
メ
ー
ジ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た
と
い
う
。

実
際
の
運
用
で
は
、
例
え
ば
、
昨
日

の
売
上
を
入
力
す
る
と
、
目
標
対
比
で

の
進
捗
率
が
出
る
。
ま
た
、
売
上
目
標

を
入
力
す
る
と
、
投
下
で
き
る
労
働
時

間
が
表
示
さ
れ
、
顧
客
の
動
き
に
沿
っ

た
シ
フ
ト
計
画
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

門
村
氏
は
「
実
際
に
Ｉ
Ｔ
が
動
き
出

し
て
は
じ
め
て
わ
か
る
課
題
も
あ
り
、

改
良
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
ま
す
が
、

現
場
と
本
社
が
二
重
に
行
っ
て
い
た
仕

事
を
減
ら
し
、
現
場
が
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

同
社
は
そ
の
他
に
も
、
販
売
現
場
の

動
き
を
検
証
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
、
動

画
に
よ
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
矢
継

ぎ
早
に
Ｉ
Ｔ
導
入
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
、Ｉ
Ｔ
導
入
前
と
比
べ

て
人
時
生
産
性
は
10
％
ア
ッ
プ
し
た
。

基
幹
シ
ス
テ
ム
開
発
の
過
程
で
は
、

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携

を
図
る
べ
く
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
荒
添
美
穂
氏
に
専
門
家
と
し
て
助
言

を
受
け
た
。
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導

入
も
、
荒
添
氏
が
支
援
し
た
企
業
を
見

学
し
て
決
め
た
と
い
う
。

橋
本
社
長
は
今
回
の
体
験
を
き
っ
か

け
に
自
ら
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
資

格
を
取
得
し
た
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
母
店

で
は
、
ま
だ
、
単
品
管
理
が
進
ん
で
い

な
い
現
状
が
あ
る
。「
こ
の
資
格
と
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ
に
ト
ラ
イ
ア
ル
し
た
経
験
を
踏

ま
え
、
母
店
へ
の
提
案
も
進
め
て
い
き

た
い
」（
橋
本
社
長
）
と
の
こ
と
だ
。

今
後
は
、
本
部
主
導
で
テ
ン
ポ
よ
く

開
発
し
て
き
た
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
、
各

店
舗
が
使
い
こ
な
し
、
い
か
に
現
場
の

力
に
変
え
て
い
く
か
の
局
面
と
な
る
。

「
社
内
の
意
識
改
革
は
進
ん
で
お
り
、

デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
視
点
で
考
え
る
習
慣
が
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
Ｉ
Ｔ
活
用

は
必
須
。
生
活
者
目
線
を
持
て
る
女
性

の
力
を
積
極
的
に
活
用
し
、
１
０
０
億

円
企
業
を
目
指
し
ま
す
」

橋
本
社
長
は
手
ご
た
え
と
意
気
込
み

を
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

考
え
る
に
は
デ
ー
タ
が
必
要

店
舗
の
情
報
を
共
有

生
産
性
が
10
％
ア
ッ
プ

次
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
で

橋本食品の取り組みとIT活用

製造、販売、人の動きを見える化し、共有IT活用
の目的

効　果
・現場の動きが見えてきた
・製造と販売のタイミング最適化へ
・さらにデータを活用してマーケティング強化

「今日のお仕事」「月末
のお仕事」など、利用
者にわかりやすい画面
に。門村氏がアイディ
アを出した（上）

売上予算から逆算し
て、投下できる人時を
計算できる（下）

店舗とネットワークでつなぎ
基幹システムを構築

チャットで共有

売上表をアップします。
A店

・昨日までの売上実績 ●●円
・本日の売上予算 ●●円
・本日の投下時間予算 ●●時
…

B店

コメント
橋本社長

連絡です。…
A店

生産性向上管理システム

グループ内でリアルタイムに文字で会話

製
造
と
販
売
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
最
適
化
！

デ
ー
タ
を
見
て
考
え
る
習
慣
が
根
付
き
は
じ
め
た

福
岡
県
北
九
州
市
・
惣
菜
製
造
販
売
　
橋
本
食
品
の
場
合

店舗情報の活用店舗情報の活用
事例
2

会 社 概 要

橋本食品 株式会社
福岡県北九州市門司区栄町9-23
●設立：1961年（創業：1903年）
●従業員数：約40名
 （パート・アルバイト約150名）
●事業内容：食肉、惣菜・すしの販売
●URL：http://www.hashimoto-foods.jp/

売り場にカメラを設置し、
気になった数値が出たと
きに現場の様子を確認

店 舗

本 部

Webカメラによる
状況把握も

〈チャット画面のイメージ〉

実績と予算
データ
製造
販売
人員

代表取締役社長
橋本和宏氏

サポーター紹介

　九州一円・山口県を中心に、中小企業の経営
コンサルティングを展開。事業戦略・マーケティ
ングの観点からWeb活用やITシステム導入を支援
している。
　セミナー講師や、中小機構九州をはじめとした
支援機関での個別相談も担当。2015年は、日本
商工会議所が全国の商工会議所と連携して実施し
た「企業のデータ活用セミナー」の講師を務め、
統計分析に関する豊富な知識と中小企業の現状
を踏まえ、データ活用のあり方をわかりやすく解
説した。
　地元・北九州市での支援実績は特に多く、橋
本食品の橋本社長も「他の経営者からの評判」
で荒添氏を知ったそうだ。
　今回は、システム発注後のサポートだったが、
「会社の意向をITベンダーに伝える翻訳の役割」
（橋本社長）を担い、期限内のシステム完成を支
えた。
　また、橋本社長の適性を見抜いてITコーディ
ネータの資格を薦め、資格取得の際には研修会
のインストラクターを務めた。

インテリジェントパーク
荒添美穂氏
（ITコーディネータ、
 システム監査技術者）

管理課 課長
門村薫氏 店頭の様子。「お肉のは

しもと」「想菜や」「とっぽ
屋」を展開。から揚げは
人気メニューの一つ。


